
第
二
八
回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

鈴
木

晴
彦

第
二
八
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
が
、

去
る
平
成
二
九
年
一
一
月
二
五
日
（
土
）
・

二
六
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
日
本
大
学

文
理
学
部
三
号
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
準
備
不
足
の
多
々
あ
る
な
か
、
両
日

の
参
加
者
は
延
べ
一
一
八
名
を
数
え
、
無
事

に
閉
会
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
開
催
校
と
い
た
し
ま
し
て
、
ご
参
集
を

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
へ
は
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
ま
ず
は
両
日
と
も
に
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
と
が
、
何
よ
り
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
予
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
す
べ
て

滞
り
な
く
実
施
さ
れ
、
開
催
校
の
役
目
を

果
た
せ
た
こ
と
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
実
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施
さ
れ
た
内
容
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
今
大
会
で
は
八
本
の
研
究
発
表
が
あ
り
、

例
年
ど
お
り
の
活
発
な
質
疑
と
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
に
あ
っ
て
は
、

本
学
元
教
授
の
辻
勝
美
先
生
が「
兼
好
と
書
の
道
」
と
題
す
る
講
演
を
さ
れ
、
た
い
へ
ん

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
講
演
会
後
の
懇
親
会
に
あ
っ
て
も
、
多
く
の
参
加
者
を
集
め
、
学

内
食
堂
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
て
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

一
方
、
例
年
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
閉
会
式
が
一
二
時
過
ぎ
に
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
大
会
鑑
賞
会
と
し
て
会
員
各
位
が
都
内
で
開
催
の
出
光
美
術
館
、
お
よ
び
書
道
博

物
館
で
の
鑑
賞
に
赴
く
日
程
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
大
会
に
付
随
の
鑑
賞
会

は
、
こ
れ
ま
で
各
開
催
校
で
趣
向
を
こ
ら
し
た
展
示
が
提
供
さ
れ
、
大
会
参
加
の
会
員

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
、
幸
い
に
も
本
学
の
学
内
施
設
で
あ
る

資
料
館
で「
王
朝
の
物
語
展
」
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
学
内
鑑
賞
会
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
大
会
開
催
校
に
と
っ
て
学
内
鑑
賞
会
は
、
悩
ま
し
い

企
画
で
あ
り
、
か
な
り
負
担
と
な
る
こ
と
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
意
味
で

条
件
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
今
大
会
で
実
施
し
た
学
外
施
設
で
の
鑑
賞
会
も
、
今
後
は
大
い

に
企
画
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
学
で
の
大
会
開
催
は
、
八
年
前
の
平
成
二
一
年
に
つ
づ
き
、
二
度
目
の

大
役
を
お
引
き
受
け
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
回
は
学
会
創
設
二
〇
周
年
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
式
典
と
し
て
学
会
草
創
期
か
ら
本
学
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
先
生

方
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
後
、
西
林
昭
一
元
理
事
長
と
興
膳

宏
元
理
事
長
の
両
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
参
加
者
一
九
〇
名
、
発
表
件
数
一
四
本
を
数
え
、
二
〇
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ま
も
な
く
本
学
会

は
、
創
設
三
〇
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
創
設
三
〇
周
年
が
新
た
な
幕
開

け
と
な
り
、
書
学
書
道
史
と
い
う
分
野
を
さ
ら
に
切
り
開
い
て
進
む
学
会
に
な
ら
ん
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
場
校
責
任
者
）
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都
内
、
美
術
館
博
物
館
鑑
賞
会
報
告

都
内
、
美
術
館
博
物
館
鑑
賞
会
に
つ
い
て

去
る

月

・

日
の
大
会
に
於
い
て
、
日
本
大
学
文
理
学
部
資
料
館
で
特
別
観
覧

11

25

26

が
、

日
に
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
・
出
光
美
術
館
で
鑑
賞
会
が
企
画
さ
れ
た
。

26

26

日
の
参
加
者
数
が
各
館
と
も
に
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
学
会
大
会
の
企

画
と
し
て
一
つ
の
方
法
を
模
索
で
き
た
よ
う
に
も
思
う
。
３
館
の
展
示
や
観
覧
の
様
子

を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
報
告
に
変
え
た
い
。

●
日
本
大
学
文
理
学
部
資
料
館

「
王
朝
の
物
語
展
」
鑑
賞
会

日
本
大
学
文
理
学
部
資
料
館
で
は
、

中
古
文
学
会
五
十
周
年
記
念
企
画
の
一

環
で
「
王
朝
の
物
語
展
」
が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
会
大
会
に
合
わ
せ
、
両
日
共

に
平
日
時
間
で
特
別
開
館
さ
れ
た
。
展

示
は
『
竹
取
物
語
』
・
『
伊
勢
物
語
』
・

『
大
和
物
語
』
・
『
う
つ
ほ
物
語
』・
『
落

窪
物
語
』
、
い
わ
ゆ
る
『
源
氏
物
語
』

以
前
の
王
朝
の
物
語
（
平
安
時
代
前
期

の
物
語
）
を
特
集
し
て
展
示
会
が
催
さ

れ
た
。
文
理
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
資
料
の
他
、
日
本
大
学
図
書
館
、
個

人
蔵
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示

さ
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至

る
写
本
や
版
本
を
中
心
と
し
て
、
絵
巻

や
か
る
た
な
ど
様
々
な
資
料
が
並
ん
で

い
た
。

と
り
わ
け
、
全
十
巻
の
「
落
窪
物
語
絵
巻
」
は
圧
巻
で
、
豪
華
な
絵
に
朝
倉
重
賢
の

筆
で
詞
書
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
冷
泉
為
相
や
近
衛
政
家
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
伊

勢
物
語
』
の
写
本
や
古
筆
切
、
連
歌
師
・
里
村
玄
陳
筆
の
『
大
和
物
語
』
な
ど
、
書
分

野
に
も
関
連
す
る
資
料
も
散
見
さ
れ
た
。
中
古
文
学
の
展
示
で
あ
っ
た
が
、
関
連
諸
学

と
い
う
こ
と
で
大
勢
の
学
会
会
員
の
方
々
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
嬉
し
い

か
ぎ
り
で
あ
る
。

同
館
は
、
来
年
度
の
春
先
に
『
源
氏
物
語
』
を
特
集
し
た
展
示
を
企
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
ま
た
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

●
台
東
区
立
書
道
博
物
館

「
あ
の
人
、
こ
ん
な
字
！
―
歴
史
上
の
人
物
た
ち
―

中
国
編
」
鑑
賞
会

鑑
賞
会
当
日
、
書
道
博
物
館
で
は
中
国
史
に
名
を
残
し
た
人
た
ち
の
文
字
の
姿
を
紹

介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
た
。
小
説
や
マ
ン
ガ
で
も
人
気
の
あ
る
三
国
志
の
ス
タ

ー
諸
葛
亮
、
唐
を
代
表
す
る
詩
人
の
李
白
や
杜
牧
、
書
道
界
の
最
高
峰
で
あ
る
王
羲
之

な
ど
、
歴
史
や
文
学
好
き
で
あ
れ
ば
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
物
を
取
り

上
げ
、
そ
の
人
た
ち
は
こ
ん
な
字
だ
っ
た
！
と
い
う
、
至
極
単
純
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

っ
た
。
書
を
専
門
と
す
る
学
会
会
員
に
は
お
そ
ら
く
内
容
が
物
足
り
ず
、
そ
れ
ゆ
え
足

が
遠
の
い
た
の
だ
と
思
う
が
、
一
般
の
人
々
に
は
こ
れ
が
わ
り
と
ウ
ケ
て
、
中
学
生
や

高
校
生
、
あ
る
い
は
初
め
て
来
館
す
る
人
が
多
か
っ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

中
国
編
で
は
、
時
代
順
の
人
物
紹
介
と
は
別
に
、
二
つ
の
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

一
つ
は
歴
代
皇
帝
、
も
う
一
つ
は
三
国
志
で
あ
る
。
歴
代
の
皇
帝
に
は
、
仏
教
を
深
く

信
仰
し
た
梁
武
帝
、
王
羲
之
マ
ニ
ア
の
唐
太
宗
、
中
国
史
上
唯
一
の
女
帝
で
あ
っ
た
則

天
武
后
、
虚
弱
体
質
で
妻
の
則
天
武
后
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
高
宗
、
楊
貴
妃
に
う

つ
つ
を
抜
か
し
た
玄
宗
、
政
治
に
は
疎
い
が
書
画
の
才
に
優
れ
た
徽
宗
、
史
上
最
大
の

文
物
コ
レ
ク
タ
ー
乾
隆
帝
な
ど
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
天
子
た
ち
が
存
在
し
た
。
初
心
者

に
は
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
皇
帝
の
書
を
そ
れ
ぞ
れ
見
比
べ
て
も
ら
う

と
い
う
鑑
賞
方
法
を
取
り
入
れ
、
書
を
楽
し
く
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
を
目
指
し
た
。
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三
国
志
コ
ー
ナ
ー
の
見
ど
こ
ろ
は
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
三

国
志
呉
志
」
の
残
巻
二
巻
で
あ
る
。
第

十
二
残
巻
は
虞
翻
伝
の
残
闕
十
行
分
で

あ
り
、
一
行
十
三
字
前
後
で
隷
意
を
含

ん
だ
書
風
か
ら
、
北
朝
五
世
紀
頃
の
写

本
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
こ
れ
に
一
行

の
欠
落
も
な
く
接
続
す
る
の
が
、
朝
日

新
聞
社
の
創
業
者
の
一
人
、
上
野
理
一

が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
「
三

国
志
呉
志
第
十
二
残
巻
」
で
あ
る
。
二

〇
一
一
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
た
「
筆
墨
精
神
」
の
展
覧
会
で
は

奇
跡
の
再
会
を
果
た
し
、
両
巻
を
並
べ

て
展
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
書
道

博
物
館
で
も
い
つ
か
実
現
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
第
二
十
残
巻
は
、
韋
曜

伝
の
末
尾
十
八
行
と
、
華
覈
伝
の
冒
頭
七
行
を
存
し
、
文
字
は
小
粒
な
が
ら
も
鋒
先
の

効
い
た
隷
書
の
趣
が
あ
る
も
の
で
、
や
は
り
五
世
紀
頃
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
に

は
王
樹
枏
の
跋
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
第
十
二
の
残
巻
と
と
も
に
王
樹
枏
の
旧
蔵
品

で
あ
り
、『
三
国
志
』
の
写
本
と
し
て
は
世
界
最
古
級
を
誇
る
。
書
の
楽
し
さ
の
み
な
ら

ず
、
奥
深
さ
も
追
求
で
き
た
ら
と
い
う
思
い
を
込
め
た
コ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
八
年
は
、
３
月
４
日
ま
で
東
京
国
立
博
物
館
と
の
連
携
企
画
「
呉
昌
碩
と
そ

の
時
代
―
苦
鉄
没
後
９
０
年
―
」
を
開
催
し
て
い
る
。
両
館
で
呉
昌
碩
ワ
ー
ル
ド
を
堪

能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

●
出
光
美
術
館

「
書
の
流
儀
Ⅱ
」
鑑
賞
会

出
光
美
術
館
に
お
い
て
、「
書
の
流
儀
Ⅱ
―
美
の
継
承
と
創
意
」
が
開
催
さ
れ
た
。
内

容
は
、
「
伝
わ
る
、
伝
え
る
―
伝
統
美
の
継
承
と
多
彩
な
個
性
」
「
王
朝
の
壮
麗
美
―
か

な
書
の
旋
律
」
、
「
正
統
な
る
逸
格
―
没
後
４
０
０
年
・
後
陽
成
天
皇
の
周
辺
」
、
「
画
賛

―
漂
泊
者
た
ち
の
遊
芸
」
の
四
本
の
柱
が
立
て
ら
れ
、
高
等
学
校
芸
術
科
「
書
道
Ⅰ
」

の
教
科
書
に
準
拠
す
る
観
点
で
選
ば
れ
た
作
品
が
展
開
さ
れ
る
。

第
１
室
で
は
、
書
聖
・
王
羲
之
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
書
の
受
容
に
つ
い
て
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
介
し
て
作
品
の
作
り
方
や
造
形
、
線
質
な
ど
に
ぼ
ん
や
り
と
中
国
風
を
取

り
入
れ
て
い
る
様
子
が
垣
間
見
え
た
。
第
２
室
で
は
、「
高
野
切
古
今
集
」
や
「
寸
松
庵

色
紙
」・
「
継
色
紙
」
な
ど
の
古
筆
切
を
中
心
に
、
か
な
の
線
の
美
し
さ
が
説
か
れ
る
が
、

と
り
わ
け
「
石
山
切
」
の
貫
之
集
下
と
伊
勢
集
の
対
比
で
は
線
質
の
違
い
が
わ
か
る
よ

う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
第
３
室
は
第
２
室
の
流
れ
を
受
け
つ
つ
、
伏
見
天
皇
や

後
柏
原
天
皇
の
晴
と
褻
の
書
き
分
け
に
つ
い
て
比
較
が
な
さ
れ
、
後
陽
成
天
皇
周
辺
の

寛
永
の
三
筆
ら
の
書
に
展
開
す

る
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
阿

弥
光
悦
の
工
房
の
様
子
が
表
面

化
す
る
。
最
後
は
漂
泊
者
の
書

と
い
う
こ
と
で
、
松
尾
芭
蕉
や

仙
厓
の
画
賛
が
展
示
さ
れ
、
能

書
（
書
家
）
の
書
に
は
な
い
魅

力
が
紹
介
さ
れ
た
。
単
純
に
名

品
が
並
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
観

賞
者
に
何
か
を
考
え
さ
せ
る
展

示
と
な
っ
て
お
り
、
来
場
し
た

会
員
も
相
互
に
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
名
品
を
鑑
賞
し
て
い
た

様
子
が
伺
え
た
。

同
館
で
は
本
年
６
月
に
、
元

永
元
年
（
一
一
一
八
）
に
お
こ

っ
た
と
さ
れ
る
人
麿
影
供
を
記

念
し
た
企
画
展
、
「
人
麿
影
供
９

０
０
年

歌
仙
と
古
筆
」
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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講
演
会
報
告

辻
勝
美
氏
講
演「
兼
好
と
書
の
道
―『
徒
然
草
』
と
世
尊
寺
家
の
人
々
を
中
心
に
―
」
要
旨

●
本
講
演
の
目
的

本
講
演
の
目
的
は
、『
徒
然
草
』
の「
書
」
に
関
す
る
章
段
を
取
り
上

げ
、
兼
好
の「
書
の
道
」
に
関
す
る
考
え
や
姿
勢
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ

る
。

●
『
徒
然
草
』
と
書
の
道
―
「
手
習
」
「
能
書
」
「
文
」
な
ど
、
書

に
つ
い
て
の
関
心

序
段
の「
硯
に
む
か
ひ
て
」
と
い
う
表
現
は
、『
源
氏
物
語
』
の
手
習
巻

を
踏
ま
え
た
記
述
で
あ
る
。
そ
の
手
習
い
と
は
、
自
分
で
も
気
が
付
か
な

か
っ
た
思
い
や
、
心
の
在
り
様
を
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
自
覚
す

る
行
為
で
あ
る
。
兼
好
は
手
習
い
が
、
鬱
屈
し
た
自
分
の
気
持
ち
を
解

放
し
て
い
く
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
在
り
方
を
承
知
し
た
上
で『
徒

然
草
』を
執
筆
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。

第
一
六
〇
段
と
第
二
三
七
段
に
は
、
世
尊
寺
家
の
人
物
が
登
場
す

る
。
こ
れ
ま
で
、
世
尊
寺
家
の
発
言
が
兼
好
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
や
、
兼
好
は
書
を
世
尊
寺
経
尹
に
習
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

も
し
、
兼
好
が
書
を
世
尊
寺
家
か
ら
習
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
接
点
を
も
っ
た
の
か
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
資
料
が
限
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
問
題
の
考
察
を
行
う
こ
と
は
困
難
だ
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
第
二

三
八
段
は
欠
か
せ
な
い
章
段
で
あ
る
。
こ
の
段
に
は
、
兼
好
の
七
つ
の
自

慢
話
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
箇
条
目
に
、
世
尊
寺
家
の
能
書
、
行
房

が
登
場
す
る
。
四
箇
条
目
は
、
比
叡
山
の
竜
華
院
の
古
い
額
の
筆
跡
は

佐
理
か
行
成
か
と
い
う
議
論
の
時
に
兼
好
が
、
行
成
な
ら
裏
書
き
が
あ

り
、
佐
理
な
ら
ば
裏
書
き
は
な
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
と
同
じ
記
述
が『
入

木
口
伝
抄
』
の
中
に
も
あ
わ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
兼
好
が

世
尊
寺
経
尹
か
ら
直
接
手
に
入
れ
た
知
識
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
落
合
博
志
「
『
入
木
口
伝
抄
』
に
つ
い
て
―
国
文
学

資
料
と
し
て
の
考
察
」『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』
七
八
、
一
九
九
一
年

二
月
）

●
兼
好
と
世
尊
寺
家
の
人
々

第
二
三
八
段
の
自
讃
譚
に
登
場
す
る
行
房
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七

二
）に
関
東
へ下
向
し
、
そ
の
際『
徒
然
草
』に
も
登
場
す
る
安
達
安
盛
に

口
伝
を
授
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
と
つ
な
が
り
を
持
つ
世
尊
寺
家
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

小
川
剛
生
氏
の
兼
好
の
伝
記
研
究
に
よ
る
と
、
兼
好
の
父
は
金
沢
北

条
氏
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
父
の
没
後
に
母
と
と
も
に
帰

京
し
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）前
後
に
は
称
名
寺
で
活
動
、
延
慶
元
年

（
一
三
〇
八
）
に
は
六
波
羅
探
題
の
金
沢
貞
顕
への
手
紙
を
託
さ
れ
て
上

洛
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
兼
好
は
、
金
沢
北
条
氏
で

あ
る
金
沢
貞
顕
に
右
筆
的
存
在
と
し
て
仕
え
、
貞
顕
の
文
化
的
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
積
極
的
に
行
動
を
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
（
小
川
剛
生
「
徒
然
草
と
金
沢
北
条
氏
」『
中
世
の
随
筆
』二
〇
一

四
年
八
月
／
同
氏
「
卜
部
兼
好
の
実
像
―
金
沢
文
庫
古
文
書
の
再
検

討
―
」『
明
月
記
研
究
』
十
四
、
二
〇
一
六
年
一
月
）

世
尊
寺
家
と
兼
好
と
の
関
わ
り
に
限
定
す
る
と
、
兼
好
は
か
な
り
早

い
時
点
か
ら
金
沢
貞
顕
の
被
官
で
、
出
家
前
か
ら
、
貞
顕
周
辺
の
世
尊

寺
家
の
人
々
と
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
兼
好
像
が
、

『
徒
然
草
』
を
書
く
兼
好
へ
ど
う
流
れ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
や
、「
書
の

道
」
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
歩
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

●
兼
好
の
書
風

兼
好
の
書
風
は
、「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
書
流
」で
は
、
世
尊
寺
流
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
世
尊
寺
流
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
ど

う
か
、
現
存
す
る
兼
好
の
筆
跡
と
比
較
し
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
徒
然
草
』
と
同
時
代
の
書
学
書
論
書
に
は
、「
道
」
に
関
す
る
話
が

出
て
く
る
。
兼
好
も「
道
」
に
関
し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
論
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な「
修
行
論
」
と
、
兼
好
の
発
言
は
ど
の
よ
う
に
重
な
り
あ
い
、
ど

の
よ
う
に
異
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
芸
道
論
の
観
点
か
ら
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

（
日
本
大
学
文
理
学
部
助
手

髙
橋
優
美
穂
）
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平
成

年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

29

本
年
度
の
第

回
大
会
は
、
平
成

年

月

日
・

28

29

11

25

26

日
の
両
日
、
日
本
大
学
文
理
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
・
３
号
館
３

５
０
５
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
初
日
冒
頭
、
例
年

通
り
本
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
髙
橋
利

郎
理
事
の
司
会
で
、
笠
嶋
忠
幸
国
内
局
長
の
開
会
の
辞
で

は
じ
ま
っ
た
。
日
本
大
学
文
理
学
部
・
鈴
木
晴
彦
教
授
に

よ
る
開
催
校
代
表
挨
拶
、
澤
田
雅
弘
理
事
長
の
挨
拶
に

続
き
、
萩
信
雄
諮
問
委
員
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に

入
り
、
以
下
の
議
事
及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
議

事
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

〈
議
事
〉

▽
平
成

年
度
決
算
・
事
業
活
動
報
告
案

28

（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

▽
平
成

年
度
決
算
案
監
査
報
告
（
杉
浦
妙
子
監
事
）

28

▽
平
成

年
度
予
算
・
事
業
活
動
案

29

（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

〈
報
告
〉

▽
編
集
局
報
告
（
中
村
伸
夫
編
集
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（
森
岡
隆
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（
弓
野
隆
之
副
国
際
局
長
）

▽
国
内
局
報
告
（
笠
嶋
忠
幸
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（
河
内
利
治
研
究
局
長
）

▽
事
務
局
報
告
（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（
小
川
博
章
会
報
委
員
長
）

〈
連
絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明（

鈴
木
晴
彦
理
事
・
会
場
校
責
任
者
）

▽
事
務
連
絡
（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

平成28年度 会計決算報告書 平成29年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 2,560,000 収 個人会員会費 2,800,000

団体賛助会費 600,000 団体賛助会費 550,000

入 大会参加費 306,000 入 大会参加費 350,000

大会懇親会費 225,000 大会懇親会費 160,000

の その他の収入 26,710 の その他の収入 30,000

本年度収入計 3,717,710 本年度収入計 3,890,000

部 前年度繰越金 9,508,795 部 前年度繰越金 10,678,047

収 入 合 計 13,226,505 収 入 合 計 14,568,047

編 集 局 経 費 446,796 編 集 局 経 費 700,000

「学会展望」準備費 105,000 「学会展望」準備費 100,000

国 際 局 経 費 0 国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 0 国 内 局 経 費 300,000

支 大会運営費 200,000 支 大会運営費 200,000

大会準備費 0 大会準備費 100,000

大会懇親会費 200,000 大会懇親会費 160,000

学 術 局 経 費 0 学 術 局 経 費 100,000

研 究 局 経 費 0 研 究 局 経 費 900,000

出 会 報 編 集 委経費 0 出 会 報 編 集 委経費 30,000

ホームページ委経費 272,700 ホームページ委経費 300,000

事 務 局 経 費 事 務 局 経 費

会議費 5,632 会議費 30,000

荷造送料 487,680 荷造送料 500,000

の 遠隔地役員交通費 0 の 遠隔地役員交通費 400,000

選管費 0 選管費 50,000

名簿発行費 0 名簿発行費 200,000

通信費 3,650 通信費 8,000

事務消耗品備品費 0 事務消耗品備品費 10,000

部 事務委託費 725,000 部 事務委託費 700,000

人件費 100,000 人件費 100,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000 東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

予備費 予備費 9,378,047

本 年 度 支 出 計 2,548,458 本 年 度 支 出 計 14,568,047

次 年 度 繰 越 金 10,678,047 次 年 度 繰 越 金 0

合 計 13,226,505 合 計 14,568,047
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各
局
活
動
報
告

国

内

局

第

回
大
会
は
、
日
本
大
学
（
文
理
学
部
）
に
お
い
て
去
る

月

日
、

28

11

25

26

日
の
両
日
、
無
事
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
ご
提
供
な
ら
び
に
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
鈴
木
晴
彦
先
生
は
じ
め
日
本
大
学
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
各
位
、
な
ら
び
に
ご

出
席
の
皆
様
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
来
年
度
、

第

回
大
会
は

月

、

日
の
日
程
で
岐
阜
女
子
大
学
で
の
開
催
と
な
る

29

10

27

28

運
び
で
す
。

（
国
内
局
長

笠
嶋
忠
幸
）

国

際

局

本
年
度
は
、
内
外
に
お
け
る
書
画
・
典
籍
・
金
石
資
料
に
関
す
る
特
別
展
・

常
設
展
に
関
す
る
展
覧
会
情
報
の
ご
紹
介
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
近
く
各

施
設
が
ウ
ェ
ブ
上
で
提
供
す
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ご
案
内
を
ア
ッ
プ
で

き
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
外
国
か
ら
講
演
等
で
来
日
す
る
方
が
あ
れ
ば
、
広

報
等
を
は
じ
め
と
す
る
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
海
外
で
の
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
べ
く
各

種
の
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
際
局
長

富
田

淳
）

学

術

局

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

昨
春
の
会
報
で『
書
学
書
道
史
研
究
』
刊
行
後
、
そ
の
年
度
内
に
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
登
載
を
心
が
け
る
旨
記
し
ま
し
た
が
、
学
会
誌
27

号
の
刊
行
が
例
年
よ
り
遅
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
登
載
も
次
年
度
に
な
り
ま

す
こ
と
を
前
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
公
開
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
前
号

号
も
昨
年
４
月
の
公
開
で
し
た
の
で
、
本
会
報
記
載
の
平
成

26

年
度
決
算
に
は
そ
の
経
費
が
計
上
さ
れ
ず
、

年
度
の
支
出
と
な
り
ま

28

29

す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
学
会
名
鑑
」

日
本
学
術
会
議
・
日
本
学
術
協
力
財
団
・
科
学
技
術
振
興
機
構
連
携
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
学
会
名
鑑
（
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
に
つ
い
て
毎
秋
実
態
調
査
が
な
さ
れ
、
昨
年
11

月
に
調
査
項
目
に
回
答
い
た
し
ま
し
た
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s:/
/
gak

kai.jst.go
.jp
/
gak

kai/

（
学
術
局
長

森
岡

隆
）

研

究

局

「
平
成

年
度
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
に
係
る
説
明
会
を
、
５
月

29

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
（
一
一
九

20教
室
）
で
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

名
ほ
ど
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し

40

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

挨
拶
（
理
事
長

澤
田
雅
弘
）

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
概
要
に
つ
い
て

（
副
理
事
長
・
研
究
局
長

河
内
利
治
）

＊
外
部
資
金
に
関
す
る
現
状
と
本
学
会
の
研
究
促
進
に
つ
い
て

（
常
任
理
事
・
副
編
集
局
長

菅
野
智
明
）

＊
「
研
究
助
成
金

研
究
計
画
書
」
の
記
載
方
法
に
つ
い
て

（
理
事
・
副
研
究
局
長

永
由
徳
夫
）

＊
ミ
ニ
講
演
「
鄧
派
の
刀
法
―
呉
譲
之
の
奏
刀
法
を
中
心
と
し
て
―
」

（
研
究
局
幹
事

権
田
瞬
一
）

司
会
（
研
究
局
幹
事

角
田
健
一
）

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
た
め
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
期
間
限
定
で
動
画
配
信
致
し
ま
し
た
（
＊
印
の
み
）
。
こ
の
説

明
会
が
一
翼
を
担
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
の

申
請
期
間
に
６
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
書
学
書
道
史
学
会
研
究
促
進
助
成
金
制
度
審
査
規
程
」
第
３

条
（
審
査
の
方
法
）「
交
付
申
請
の
あ
っ
た
会
員
の
研
究
計
画
書
を
研
究
局
長

が
委
嘱
す
る
複
数
の
審
査
員
各
人
が
、
研
究
促
進
助
成
金
制
度
に
照
ら
し

て

点
満
点
で
評
点
し
、
平
均
６
点
以
上
を
対
象
に
、
当
該
年
度
の
所
定
件

10
数
内
で
上
位
か
ら
順
に
採
択
し
、
採
否
に
関
わ
る
同
順
位
者
に
つ
い
て
は
、
審

査
員
で
協
議
し
順
位
を
決
す
る
も
の
と
す
る
」
に
則
り
、
審
査
員
を
研
究
局

長
が
委
嘱
し
て
覆
面
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
平
成

年
度
募
集
要
項
」
⒊
採
用
件
数
に
は

29

「
３
件
以
内
」
と
あ
り
ま
す
が
、
審
査
の
結
果
、
第
３
位
が
同
点
で
２
件
あ
っ
た

た
め
、
常
任
理
事
会
（
８
月

日
）
な
ら
び
に
理
事
会
（

月

日
）
に
て
協
議

11

11

25

し
た
結
果
、
２
件
と
も
採
択
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
最
終
的
に
つ
ぎ
の
４
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
代
表
者
名
と
研
究
課
題
名
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

蘇

浩
：
明
治
大
正
期
の
日
本
書
家
と
中
国
・
台
湾
の
書
法
界

―
山
本
竟
山
と
長
尾
雨
山
を
中
心
に
―

林

司
洋
：
鄧
系
篆
書
の
受
容
と
展
開

―
嘉
慶
期
か
ら
同
治
期
ま
で
を
中
心
に
―

関

俊
史
：
中
国
古
代
に
お
け
る「
書
」
思
想
史
の
定
立

剣
持

翔
伍
：
唐
代
の
書
体
認
識
に
対
す
る
書
法
史
の
研
究

―
盛
唐
期
か
ら
唐
宋
の
変
革
を
視
野
に
―

研
究
局
は
、
如
上
の
よ
う
に
、
本
年
度
（
平
成

年
度
）
よ
り
生
ま
れ
変
わ

29

っ
た「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
を
広
く
会
員
に
知
っ
て
頂
く
た
め
の
施
策
と

し
て
説
明
会
を
開
催
し
、
お
蔭
さ
ま
で
申
請
者
が
増
え
、
交
付
申
請
者
も
予

定
採
用
件
数
を
超
え
て
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
ひ
と

え
に
学
会
の
財
政
基
盤
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
年
齢

制
限
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
年
度
は
本
年
度
同
様
、
多
く
の
会
員
が

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
に
申
請
し
て
、
学
会
全
体
の
研
究
が
発
展
向
上

す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
研
究
局
長

河
内
利
治
）

編

集

局

編
集
局
で
は
、
局
長
の
中
村
伸
夫
と
、
副
局
長
の
菅
野
智
明
、
高
橋
利
郎

の
両
氏
が
中
心
と
な
り
、
主
た
る
任
務
で
あ
る
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』

第

号
の
編
集
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
例
年
よ
り

27
も
刊
行
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
会
員
諸
氏
に
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
斯
界
の
研
究
動
向
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
も
、

事
情
に
よ
り
今
回
は
休
載
と
し
ま
し
た
。
す
で
に
会
員
諸
氏
か
ら
提
案
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
論
文
ご
と
の
キ
ー
ワ
ー
ド
表
示
、
そ
の
他
、
編
集
上
の
各

種
改
善
案
に
つ
い
て
は
継
続
検
討
中
で
す
。
改
善
案
に
つ
い
て
は
、
編
集
局
内

で
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
、
で
き
る
だ
け
次
回
以
降
の
編
集
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
す
。
尚
、
次
号
に
論
文
を
投
稿
さ
れ
る
方
は
、
平
成

年
３
月

30

日
ま
で
に
規
定
に
則
っ
た
提
出
物
を
学
会
事
務
局
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

31

（
編
集
局
長

中
村
伸
夫
）
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事

務

局

［
平
成

年
度
事
業
・
活
動
報
告
］

28

５
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

31

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

30

27

７
月

日

第

期
第
１
回
常
任
理
事
会

（
於

大
東
会
館
）

10

14

８
月

日

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

30

９
月

日

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

25

27

月
１
日

第

回
定
例
理
事
会

（
於

滋
賀
大
学
）

10

60
第

回
大
会
１
日
目

（
於

滋
賀
大
学
）

27

月
２
日

第

回
大
会
２
日
目

（
於

滋
賀
大
学
）

10

27

月
１
日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

26

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

27

１
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

32

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

27

［
平
成

年
度

事
業
・
活
動
計
画
］

29

５
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

33

７
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

31

28

８
月

日

第

期
第
３
回
常
任
理
事
会

（
於

大
東
文
化
会
館
）

11

14

月

日

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10

15
月
下
旬

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

10

28

月

日

第

回
定
例
理
事
会

（
於

日
本
大
学
文
理
学
部
）

11

25

61
第

回
大
会
１
日
目

（
於

日
本
大
学
文
理
学
部
）

28

月

日

第

回
大
会
２
日
目

（
於

日
本
大
学
文
理
学
部
）

11

26

28

月
上
旬

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

27

月
中
旬

会
員
名
簿
発
行
及
び
発
送

12
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

28

１
月

日

第

号
《
会
報
》
・
会
員
名
簿
発
行
及
び
発
送

15

34
第

期
役
員
選
挙
告
示
・
投
票
用
紙
等
発
行
及
び
送
付

15
※
会
報
・
会
員
名
簿
・
役
員
選
挙
関
連
同
梱

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
投
票
締
切

21

15

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
開
票

（
於

大
東
文
化
会
館
）

25

15

３
月

日

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
会
議

（
於

大
東
文
化
会
館
）

11

３
月

日

第

回
（
臨
時
）
理
事
会

（
於

大
東
文
化
会
館
）

21

62

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

28

［
第

期
役
員
選
出
選
挙
に
つ
い
て
］

15
本
学
会
の
現
第

期
役
員
会
（
理
事
・
監
事
）
は
、
平
成

年
３
月

日
を

14

30

31

も
っ
て
任
期
（
２
年
）
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
第

期
役
員
選
出
の

15

た
め
に
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
会
創

設
以
来
、
守
り
続
け
て
い
る
民
主
的
運
営
の
美
風
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
、

す
べ
て
の
会
員
に
よ
る
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第

期
役
員
会
発
足
時
、
す
で
に

14

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
以
下
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
、
お
よ
び

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

〈
選
挙
管
理
委
員
会
〉

委
員
長

杉
浦
妙
子

委
員

柿
木
原
く
み
、
髙
城
弘
一
、
永
由
徳
夫

（
以
上
、
理
事
・
監
事
枠
よ
り
４
名
）

委
員

亀
澤
孝
幸
、
野
中
直
之

（
以
上
、
会
員
枠
よ
り
２
名
）

〈
「
選
挙
名
簿
」
と「
会
員
名
簿
」
に
つ
い
て
〉

第

期
役
員
選
出
選
挙
に
あ
た
り
、「
選
挙
名
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。
本

15

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
方
は
、
平
成

年
４
月
１
日
現
在
、
満

歳
未
満
の
会

30

68

員
で
す(

「
選
挙
管
理
規
程
」
第
３
条
に
よ
る)

。
た
だ
し
、
当
選
後
の
資
格
審

査
の
関
係
上
、
平
成

年
度
よ
り
会
費
滞
納
（
住
所
不
明
含
む
）
の
方
は
、
上

27

記
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
名
簿
に
は
登
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

な
お
、
前
期
に
は「
会
員
名
簿
」
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
期
は

個
人
情
報
保
護
を
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
が「
選
挙
名
簿
」
を
兼
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
平
成

年
度
・
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
会
場
（予
定
）の
お
知
ら
せ
］

30

29

毎
年
、
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
東
日
本
（
関
東
）
と
西
日
本
（
関
東
以

外
）
、
会
場
を
交
互
に
移
し
て
、
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
は
、

29

日
本
大
学
文
理
学
部
（
東
日
本
・
関
東
）
で
の
開
催
に
よ
り
、
平
成

年
度

30

は
、
西
日
本
（
関
東
以
外
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
大
会
終
了
後
の
メ
ー
ル

に
よ
る
理
事
会
等
の
推
薦
と
承
認
が
あ
り
、
岐
阜
女
子
大
学
を
会
場
校
と
し

て
、

月
下
旬
を
開
催
日
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
下
さ
い

10

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

［
学
生
会
員
か
ら
一
般
会
員
へ
の
手
続
に
つ
い
て
］

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学
院
を
修
了
、
も
し
く
は

満
期
退
学
・
自
主
退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
学
籍
を
失
っ
た
（
学
割
証
の

発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
）
時
点
で
、
学
生
会
員
資
格
を
、
一
旦
終
了
と
す
る

も
の
で
す
。
該
当
の
方
が
引
き
続
き
本
学
会
会
員
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
場

合
、
以
下
の
会
員
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
変
更
手
続
き
の

用
紙
が
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
の

「
入
会
申
込
書
」
を
選
択
し
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
会
事
務
局
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
当
該
会

員
手
続
き
は
、
届
け
出
制
度
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
理
事
会
で
の
資
格
審
査
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
書
類
提
出
の
み
で
学
生
会
員
資
格
の
終
了
時
点

か
ら
自
動
的
に
一
般
会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
今
春
に
学
生
会
員
資

格
を
失
う
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
送
付
先
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

〈
事
務
局
の
連
絡
先
〉

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

〒
１
０
０-

０
０
０
３

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１-

１-

１

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
９
Ｆ

（
株
）
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
５

Ｅ-

メ
ー
ル

m
af-

syo
gak

u
@
m
yn
avi.jp

※
書
学
書
道
史
学
会
事
務
局
担
当

毛
塚（

事
務
局
長

髙
城
弘
一
）

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
一
般
会
員
〉

蔵
多

敏
夫

鳥
取
西
高
等
学
校

牧
野

浩
二

四
天
王
寺
大
学

芹
澤

麻
美
子

千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
・
非
常
勤

〈
学
生
会
員
〉

張

国
龍

京
都
橘
大
学
大
学
院

※
平
成

年
４
月
～
同
年

月
上
旬
に
申
請
さ
れ
た
方

29

11
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談

話

室

ア
ナ
ザ
ー
ス
カ
イ

剣
持

翔
伍

唐
代
、
特
に
盛
唐
期
に
興
味
を
持
っ
て
か
ら
五

年
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
教
科

書
で
玄
宗
皇
帝
「
石
台
孝
経
」
の
文
字
を
見
た
こ

と
で
し
た
。
そ
の
書
は
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
知
り
、
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
陝
西
省
西
安
市
の「
西
安
碑
林
博
物

館
」
を
訪
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
著
名
な
観
光

地
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
こ
と
さ
ら
に
聖
地
の
よ

う
な
場
所
で
す
。
入
口
に
は
あ
の「
石
台
孝
経
」
が

佇
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
巨
碑
を
見
上
げ
た
と
き
、

「
石
台
孝
経
」
が
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な
書
法
で
書
か

れ
た
の
か
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
経
て
、
現
物
の
持
つ
空
気
を
知
る

こ
と
・
感
じ
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
机
上
の
学
習
だ
け
で
は
な
く
、

五
感
を
使
っ
て
色
々
な
も
の
を
感
じ
取
り
、
書
に

向
き
合
っ
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

追
悼

佐
野
光
一
先
生

野
村

ひ
か
り

平
成

年

月

日
、
國
學
院
大
學
教
授
・

29
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18

佐
野
光
一
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

平
成
９
年
か
ら
兼
任
講
師
と
し
て
國
學
院
大
學

で
教
鞭
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係

で
、
佐
野
先
生
に
は
折
に
ふ
れ
様
々
な
ご
教
示
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
と
い
う
若
さ
で
の
突
然

66

の
出
来
事
に
、
関
係
者
は
今
で
も
悲
し
み
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。

佐
野
先
生
は
新
出
肉
筆
文
字
資
料
の
研
究
者

と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教

育
者
と
し
て
の
一
面
は
、
と
て
も
学
生
思
い
で
あ

り
、
研
究
室
に
は
常
に
書
道
研
究
会
の
学
生
、
卒

業
生
が
集
い
、
書
の
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
笑
顔

が
絶
え
な
い
も
の
で
し
た
。

國
學
院
大
學
に
は
今
で
も
佐
野
先
生
の
教
え

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
そ
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
書
と
学
生
を
愛
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
塩
平
八
郎
の
書
に
つ
い
て

浜
野

真
由
美

香
川
県
の
静
か
な
山
間
に
、
多
度
津
藩
の
家

老
屋
敷
が「
林
求
馬
邸
」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
林
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
書
画
や
古
典

籍
も
、「
林
家
所
蔵
文
化
財
」
と
し
て
一
括
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
縁
あ
っ
て
こ
の
文
化
財

に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

林
家
が
輩
出
し
た
人
材
の
う
ち
、
林
求
馬
の
子

で
あ
る
林
直
記
（
一
八
〇
八
～
一
八
四
九
、
号
良

斎
）
は
、
陽
明
学
者
の
大
塩
平
八
郎
（
一
七
九
三

～
一
八
三
七
）
と
子
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
林
家
に
は
大
塩
の
書
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
「
弗
慮
胡
獲
／

弗
為
胡
成
」
と
あ
る
縦
二
一
五
・
〇×

横
一
一
一

・
八
（
㎝
）
の
巨
大
な
掛
幅
は
、
大
塩
の
生
き
様
を

彷
彿
と
さ
せ
る
、
実
に
豪
快
な
作
で
し
た
。

こ
う
し
た
作
は
研
究
者
の
目
に
触
れ
ず
、
埋
も

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
後
期
の
陽
明

学
者
の
書
作
と
し
て
、
目
を
向
け
る
必
要
性
を
感

じ
た
次
第
で
す
。

上
空
の
俯
仰

三
井

忠
大

飛
行
機
は
乱
気
流
で
揺
れ
て
い
た
。
内
臓
が
上

下
す
る
よ
う
な
揺
れ
だ
っ
た
。
そ
の
時
次
の
逸
話

を
思
い
出
し
た
。

一
九
三
六
年
、
比
田
井
天
来
一
行
は
出
雲
か

ら
隠
岐
島
へ
船
で
渡
っ
た
。
海
上
荒
波
高
く
、
多

数
の
乗
客
が
船
酔
い
に
苦
し
む
中
、
天
来
は
一
人

平
然
と
日
本
海
を
見
つ
め
て
い
た
。
弟
子
が
酔
わ

ぬ
理
由
を
訊
ね
る
と「
私
は
天
地
自
然
に
体
を
ま

か
せ
て
い
ま
す
。
自
然
の
動
き
に
さ
か
ら
う
か
ら

酔
う
の
で
す
。
」
と
答
え
た
。

飛
行
機
の
動
き
に
身
を
ま
か
せ
る
こ
と
し
ば
し

ば
、
気
分
は
落
ち
着
き
、
揺
れ
を
楽
し
む
余
裕
も

出
て
き
た
。
天
来
の
俯
仰
法
を
技
巧
的
と
評
す

る
声
も
あ
る
が
、
天
来
に
と
っ
て
は
数
多
く
あ
る

法
則
の
一
つ
、
別
言
す
れ
ば
様
々
な
見
解
の
中
に

お
い
て
自
然
な
書
法
の
動
き
を
求
め
た
結
果
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
逸
話
は
天
来
の
本

質
を
知
る
上
で
示
唆
に
富
む
。
い
つ
か
自
分
も
天

来
と
同
じ
境
地
に
至
っ
て
み
た
い
も
の
だ
。

編

集

後

記

◆
暮
れ
に
山
口
県
を
訪
ね
た
。
初
日
は
仙
崎
に

金
子
み
す
ず
、
二
日
目
は
津
和
野
に
鴎
外
と
井

澤
蘭
奢
、
三
日
目
は
湯
田
温
泉
に
中
也
と
防
府

の
山
頭
火
の
充
実
し
た
旅
で
締
め
括
っ
た
。

（柿
木
原
く
み
）

◆
本
学
会
諮
問
委
員
で
あ
り
、
書
壇
で
も
重

鎮
、
勤
務
先
・
大
東
文
化
大
学
の
同
僚
で
も
あ
る

河
野
隆
先
生
が

月
３
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
定

11

年
退
職
ま
で
あ
と
数
か
月
と
い
う

歳
。
９
月
の

69

学
内
の
会
議
で
は
、
そ
ん
な
そ
ぶ
り
が
微
塵
だ
に

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
驚
き
も
一
入
で
あ

る
。
７
月
開
催
の
学
内
学
会
で
の
ご
講
演
で
は
、

感
極
ま
ら
れ
た
の
か
、
最
後
に
涙
さ
れ
た
の
に
際

し
、
こ
ち
ら
が
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
合
掌
。

（
髙
城
弘
一
）

◆
昨
年
の
９
月

日
（
土
）
、
大
東
文
化
大
学
に

23

お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
〈
書
の
芸
術
性
〉
の
伝
統

と
未
来
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
会
Ｈ
Ｐ
で

ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
大
勢
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
藤
森
大
雅
）

◆
中
国
を
旅
す
る
時
は
画
像
石
や
画
像
塼
を
い

つ
も
気
に
し
て
い
ま
す
。
博
物
館
だ
け
で
な
く
研

究
所
や
倉
庫
に
は
ま
だ
ま
だ
面
白
い
も
の
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
す
が
、
敢
え
て
陳
列
す
る
ほ
ど
の

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
量

が
多
す
ぎ
る
の
か
一
般
に
は
公
開
さ
れ
ず
に
い
ま

す
。
少
し
も
っ
た
い
な
い
か
な
。

（
小
川
博
章
）
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